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全校体制で取り組む特別支援教育 
○ 特別支援教育の共通理解と児童理解           ○ ユニバーサルデザインによる支援，指導 

○ 個別の指導計画の作成・改善と随時の情報共有      ○ 関係機関（教育センター等）との連携 

 

少人数の良さを生かした、居心地のよい学校・学級づくり 
○学習習慣の確立…話す・聞く態度の徹底  ○すべての子どもが役割を果たし，認められる場の設定と見取り 

○体育的活動、文化的活動の充実 

・季節に合わせた活動の設定 

・個に応じた適切な配慮 

○基本的生活習慣の定着 

・日常的な指導とたよりや講演 

会による保護者への啓発 

『徳 育』 
柔 軟 な 心 

 いつでも自分らしく  

〇「いい時も嫌な時も前向きに過

ごしている」 

児童アンケ―ト 80％以上 

 目的に向かって挑戦する心  

〇「生活目標を達成できるよう意

識して生活している」 

児童アンケート 85%以上 

     

 

○スキルアップタイムの活用 

・ドリルパークの活用 

・主体的な反復練習の習慣化 

○自分の言葉でまとめる振り返り 

・個別最適な学びの自覚化 

・協働的な学びの組織 

『知 育』 
学 力 向 上 

 国語・算数の基礎学力の定着  

〇ワークテスト（国語・算数） 

達成度85％以上の児童 80％以上 

 

 時間の使い方の工夫  

〇「『15分×学年』の家庭学習」 

児童アンケート 90％以上 

〇「本を読むのが楽しい」 

児童アンケート 80％以上 

『体 育』 
体 力 向 上 

 体力やあきらめずにやり通す力  

〇「体力やあきらめずにやり通す力

を付けるために進んで運動した」 

児童アンケート 90％以上 

 基本的生活習慣の定着  

〇「早寝早起き朝ごはん」 

児童アンケート 80％以上 

 

 

○Q―Uを活用した学級運営 

・係活動・委員会活動の活用 

・居心地のよい集団づくり 

○異学年集団による活動の充実 

・縦割り班活動（児童会等） 

・小中連携の推進 

吉田の家庭学習５か条 
「15分×学年」の学習時間をめざした

継続的な取組 

郷土への貢献意欲向上 

コミュニティースクール  
小中一貫教育の推進（保・小・中） 
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吉田の生活のきまり５か条 
・交通ルール 

・よりよい人間関係づくり 

合言葉  チャレンジでしょう！ 

ふるさと吉田に愛と誇りをもち，自己実現に向け，

たくましく生き抜く子ども 

鐙島魂 

地域の団体，人材との交流 地域の施設との連携 

吉田の教師 10 か条 
授業の中で自己有用感を

高める取組 

十日町市の目指す学校教育の姿   ふるさとに遊ぶ。共に生きる。自ら創る。 

十日町市の目指すまちの姿 

雪と生きる。大地に遊ぶ。未来を創造するまち とおかまち 

「きらにこ」学校の充実・発展 

 重点目標   自ら考え，行動できる力を育てる  


